
資料１－１

第七次千葉県障害者計画主要施策管理表 令和３年度

基本施策

数値目標の評価 （個）

年度 目標数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他
3 3 2 7
4
5

主要施策 １　入所施設等から地域生活への移行の推進

◇障害のある人の地域生活を支えるため、利用者のニーズに応じた多様な住まいの場とし
て、グループホーム等の拡充を図るとともに、日中活動の場の充実も図ります。

（１）グループホーム等の充実及び地域生活支援拠点等の整備
（２）日中活動の場の充実
（３）地域生活を推進するための在宅サービスの充実
（４）重度・重複障害のある人等の地域生活の支援
（５）入所施設の有する人的資源や機能の活用
（６）県立施設の在り方

12

◇千葉県袖ケ浦福祉センターについては、令和４年度末までに廃止することとなるため、全
利用者の地域への移行を進めます。

◇障害のある人の中には単身での生活をしたいというニーズがあるため、グループホーム
のサテライト型住居の設置・活用など、様々な支援に取り組みます。

◇強度行動障害のある人や医療的ケアが必要な人など、障害程度が重い人についても、
できる限り地域で生活できるよう支援していくとともに、地域での支援が困難な障害のある
人に対しては、入所施設の果たす役割が引き続き重要であることに留意しつつ、入所施設
の有する人的資源や機能を地域生活のバックアップのために活用します。
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資料１－１

主要施策の取組状況等
【取組結果】
（１）・グループホームに対する運営等の費用補助や、障害者グループホー
ム等支援ワーカーによる開設・運営に関する相談を実施しました。・地域生
活支援拠点等の整備・運営に関する研修会等を開催し、現状や課題等を共
有するなど支援を行いました。

（２）・特別支援学校や特別支援学級に通う重症心身障害の状態にある子ど
もや肢体不自由のある子どもなど、障害のある子どもの放課後等デイサー
ビスなどの日中活動の場の整備を促進しました。

（３）・ホームヘルパーに対する研修を実施し、支援の質の向上及びサービ
ス量の確保を図りました。・同行援護事業従事者の資質の向上のため、同
行援護従業者養成研修を実施しました。

【取組結果への対応】
（１）・引き続き、グループホームに対する運営等の費用補助や障害者グ
ループホーム等支援ワーカーによる開設・運営に関する相談を実施しま
す。・地域生活支援拠点等の整備・運営に関する研修会等を開催し、現状
や課題等を共有していきます。

（２）・引き続き、特別支援学校や特別支援学級に通う重症心身障害の状態
にある子どもや肢体不自由のある子どもなど、障害のある子どもの放課後
等デイサービスなどの日中活動の場の整備を促進します。

（３）・引き続き、ホームヘルパーに対する研修を実施し、支援の質の向上及
びサービス量の確保を図ります。・引き続き、同行援護事業従事者研修によ
り支援の質の向上を図ります。

令和３年度

令和４年度

（４）・新たに創設した「重度の強度行動障害のある方の支援事業」により、
施設整備費や、追加配置の人件費について補助を実施しました。・強度行
動障害県単加算事業を実施し、民間施設の支援を行いました。

（５）・重度の障害を持つ人や医療的ケアが必要な人の施設入所支援、短期
入所等の入所施設（障害者支援施設）の一層の小規模化、個室化、バリア
フリー化や高齢化に対応した改修等を支援しました。

（６）・袖ケ浦福祉センター入所者の移行に当たり、本人の意思や保護者の
意向を丁寧に汲み取るため、更生園の各寮に意思決定支援アドバイザーを
配置しました。

（４）・「重度の強度行動障害のある方の支援事業」により、重度の強度行動
障害者が地域の民間事業所等で受け入れが進むよう環境を整備します。・
強度行動障害県単加算事業を引き続き実施し、民間施設の支援を行いま
す。

（５）・引き続き、重度の障害を持つ人や医療的ケアが必要な人の施設入所
支援、短期入所等の入所施設（障害者支援施設）の一層の小規模化、個室
化、バリアフリー化や高齢化に対応した改修等を支援します。

（６）・引き続き、センター入所者の移行が完了するまで、意思決定支援アド
バイザーを配置し、本人の意思や保護者の意向を踏まえ、希望する民間事
業所への移行を進めます。
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資料１－１

※最終年度の判定：目標数に対するＡの割合が７割以上に達した場合=「進展が図られています。」
　　　 　　　　「進展が図られています。」に該当する場合を除きＡ+Ｂの割合が７割以上に達した場合=

　 「概ね進展が図られています。」
　　　　上に記載以外の場合=「一部の進展にとどまっています。」

令和６年度

【第八次計画の方向】

最終年度の判定
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第七次千葉県障害者計画主要施策管理表 令和３年度

基本施策

数値目標の評価 （個）

年度 目標数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他
3 2 1 5
4
5

主要施策 ７　障害のある人一人ひとりに着目した支援の充実

◇発達障害、高次脳機能障害のある人など、地域の支援施設・機関では通常の対応が難
しい障害について、支援の拡充を図るとともに、より地域に密着した支援ができるよう、民間
での専門的・広域的な支援拠点機関の普及促進や、そのための機関・人材育成などの具
体的な仕組みづくりを進めます。

◇通所による施設サービスだけでは支援が困難な障害のある人に対しては、親の会、当事
者サポート団体などと連携した支援などを進めます。

◇ひきこもり本人や家族等に対しては、相談支援等により、支援を希望するひきこもり本人
の自立を推進し、本人及び家族等の福祉の推進を図ります。

◇特に本人や家族の負担が大きい重度の心身に障害のある人に対しては、市町村が実施
する負担軽減のための医療費助成について、引き続き補助を行います。

（１）地域の支援施設等のみでは支援が困難な障害に対する支援の推進
（２）通所サービスだけでは支援が困難な障害に対する支援の推進
（３）重度・重複障害のある人の負担軽減の推進
（４）ひきこもりに関する支援の推進
（５）矯正施設からの出所者等に対する支援の推進
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主要施策の取組状況等

※最終年度の判定：目標数に対するＡの割合が７割以上に達した場合=「進展が図られています。」
　　　 　　　　「進展が図られています。」に該当する場合を除きＡ+Ｂの割合が７割以上に達した場合=

　 「概ね進展が図られています。」
　　　　上に記載以外の場合=「一部の進展にとどまっています。」

令和６年度

【第八次計画の方向】

【取組結果】
（１）・発達障害者支援センターで各種研修や講座を行うとともに、発達障害
者地域支援マネジャーによる困難事例支援等を行いました。

（２）・地域で生活する重症心身障害の状態にある人等が、専門性を備えた
福祉型短期入所事業所を利用しやすくなるような制度を実施しました。

（３）・重度心身障害のある人の医療費について、令和3年度も市町村に対し
補助を行いました。

【取組結果への対応】
（１）・引き続き、発達障害者支援センターで各種研修や講座を行うとともに、
発達障害者地域支援マネジャーによる困難事例支援等を行います。

（２）・引き続き、地域で生活する重症心身障害の状態にある人等が、専門
性を備えた福祉型短期入所事業所をより利用しやすくなるような制度の拡
充等を検討します。

（３）・重度心身障害のある人の医療費について、引き続き、市町村に対し補
助を行います。

最終年度の判定

令和４年度

（４）・ひきこもり地域支援センターにおいて、相談対応を行うとともに、ひきこ
もり支援サポーターの養成のための研修の開催を行います。また、「千葉県
就職氷河期世代活躍支援プラットフォーム」や「千葉県子ども・若者育成支
援協議会」等を通じて、関係機関の連携体制の構築を図ります。

（５）・矯正施設を出所した障害のある人が安心して地域生活を送ることがで
きるよう、引き続き地域生活定着支援センターの安定的な運営に努めます。

令和３年度

（４）・ひきこもり地域支援センターにおいて、電話相談、面接等の支援を行
いました。また、「千葉県就職氷河期世代活躍支援プラットフォーム」や「千
葉県子ども・若者育成支援協議会」等を通じて、関係機関の連携体制の構
築を図りました。

（５）・出所・出院後直ちに必要な福祉サービスにつなげるよう、地域生活定
着支援センターで、障害のある人を含む対象者の支援に取り組みました。
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第七次千葉県障害者計画主要施策管理表 令和３年度

主要施策 ８　様々な視点から取り組むべき事項

（１）　人材の確保・定着
　障害の特性及び障害のある人のニーズに応じたサービス提供体制を構築するため、ホームヘル
パー等の福祉職の養成・確保と医学的リハビリテーションに従事する医師の確保、理学療法士等
のリハビリテーション専門職の充実や資質の向上に努めます。

（２）　高齢期に向けた支援
　高齢期に向けた支援については、国における地域の居住支援やサービス提供体制の在り方の検
討状況を注視しながら検討を進めます。

（３）　保健と医療に関する支援
　障害は、人の一生を通じて様々な時期に発生します。家族や本人が障害の状況を正しく認識し、
適切な医療サポートを受けることが重要となります。また、障害のある人が地域で安心して暮らして
いける社会づくりを進めるためには障害のある人に関する健康づくり・医療・福祉施策の総合的な
連携体制の充実に取り組んでいくことが重要です。身近な地域で必要なリハビリテーションを受けら
れるよう地域リハビリテーション体制等の充実を図ります。定期的に歯科健診や歯科医療を受ける
ことが困難な障害のある人に対して、巡回歯科診療車による定期的な歯科健診・歯科保健指導を
実施します。総合難病相談支援センター及び県内８箇所に設置した地域難病相談支援センターを
拠点として、相談支援の実施、患者家族の交流促進、難病への理解促進等を図ります。

（４）　スポーツと文化芸術活動に対する支援
　東京2020パラリンピック競技大会を契機として促進された、障害のある人へのスポーツの普及や
障害のある人がスポーツを行うことができる環境づくりについて、県障害者スポーツ大会の開催及
び全国障害者スポーツ大会への選手派遣を通じ、より一層取り組んでいきます。国のスポーツ行政
の一元化も踏まえ、選手の育成強化に努めます。また、様々な機会を通じて指導者の資質の向上
に努めます。身近な地域での文化芸術活動に親しむために、参加・発表の機会の確保と参加者の
拡大に努めます。障害のある人が、生涯にわたり教育や文化芸術、スポーツなどの様々な機会に
親しむことができるよう、生涯学習を支援するための方策を講じていきます。

（５）　住まいとまちづくりに関する支援
　障害のある人が、安心して快適に暮らすことができるまちづくりを推進します。また、鉄道駅、道路
や建築物などの公共施設については、東京2020オリンピック・パラリンピックの開催に向けた取組
により促進されたバリアフリー化やユニバーサルデザインのより一層の普及に努めます。

（６）　暮らしの安全・安心に関する支援
　障害のある人が、地域社会の中で安全で安心して暮らせるよう、防犯・防災対策の推進、犯罪被
害者等の支援に努めます。また、悪質商法などの消費者被害を防止するために、市町村、関係機
関等と連携して、障害のある人を地域で守る仕組みづくりを推進します。

（７）　障害のある人に関するマーク・標識の周知
　行政・民間団体等により設けられている各種の障害のある人に関するマークは、バリアフリー等に
対応したルールや障害のある人への支援の必要性を伝えると同時に、障害のある人への理解を促
す「心のバリアフリー」につながるものであり、これらのマークの県民への周知・普及と理解の促進
を図ります。
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基本施策

数値目標の評価 （個）

年度 目標数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他
3 11 2 2 1 2
4
5

主要施策の取組状況等
【取組結果】
（１）・各種研修を実施し、人材の確保及び支援の質の向上を図りました。・
県内12地域の千葉県福祉人材確保・定着地域推進協議会を開催して意見
交換を実施し、地域の課題等の実態把握を行うとともに、今後の施策等に
ついて検討を行いました。

（２）・高齢期の障害のある人が、障害特性に応じサービスを円滑に利用で
きるよう、共生型サービス事業所の設置促進に努めました。・介護支援専門
員法定研修において、障害福祉分野で生じる課題について研修内容に取り
入れるなど、障害福祉と高齢者福祉との連携の強化を図りました。

（３）・総合難病相談支援センター及び地域難病相談支援センターを拠点とし
て、難病患者等の就労支援や療養上の相談支援事業を実施しました。・千
葉県歯科医師会に委託して、摂食嚥下指導を行いました。

（４）・障害者スポーツの認知度向上や競技人口増加を図るため、障害者ス
ポーツ競技団体が実施する各種競技体験会等に対し支援を行い、体験会
等を開催しました。・障害者芸術作品の発表の場の確保や相談支援、人材
育成、情報の収集及び発信等を行うことにより、地域における障害者の芸
術文化活動の機会創出に努めました。

令和３年度

（５）・「ちば障害者等用駐車区画利用証」を発行・交付しました。また、駐車
区画障害者等用駐車区画の利用マナーの向上に向け、公共施設等へのポ
スターの掲示やチラシの配布、県ホームページ、テレビ・ラジオ、県民だより
を通じた啓発活動を行いました。

（６）・障害者支援施設及び障害福祉サービス事業所に対して、感染症リー
ダーの設置を依頼し、感染症リーダー向けの研修を実施しました。また、ク
ラスターが発生した障害者支援施設及び障害福祉サービス事業所に対し
て、必要に応じ防護具等を配布しました。

（７）・ストラップ型ヘルプマークを作成するとともに、各種マークの普及に努
めました。

（１）人材の確保・定着
（２）高齢期に向けた支援
（３）保健と医療に関する支援
（４）スポーツと文化芸術活動に対する支援
（５）住まいとまちづくりに関する支援
（６）暮らしの安全・安心に関する支援
（７）障害のある人に関するマーク・標識の周知

18
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※最終年度の判定：目標数に対するＡの割合が７割以上に達した場合=「進展が図られています。」
　　　 　　　　「進展が図られています。」に該当する場合を除きＡ+Ｂの割合が７割以上に達した場合=

　 「概ね進展が図られています。」
　　　　上に記載以外の場合=「一部の進展にとどまっています。」

令和６年度

【第八次計画の方向】

【取組結果への対応】
（１）・引き続き、研修を実施しホームヘルパー等の人材養成、資質向上に努
めます。・引き続き、同様の事業を実施し、介護人材の確保・定着に向けて
様々な取組を実施していきます。

（２）・引き続き、高齢期の障害のある人が、障害の特性に応じサービスを円
滑に利用できるよう、共生型サービス事業所の設置促進に努めます。

（３）・新型コロナウイルス感染症の流行状況を考慮しながら、オンライン等
を活用するなど工夫して必要な支援等が実施できるように取り組みます。・
引き続き、千葉県全域への摂食嚥下に関する啓発研修を行い、摂食嚥下
障害に関する基礎知識を普及させ、摂食嚥下指導ができる保健医療関係
者等の増加を図ります。

（４）・障害者スポーツの認知度の向上や競技人口の増加のため、障害者ス
ポーツ競技団体が実施する各種体験会等に対して支援を行います。障害者
芸術文化活動支援センターの事業をより効果的に実施できるよう、引き続
き、支援センターの役割の周知等に取り組みます。

最終年度の判定

令和４年度

（５）・誰もが円滑に駐車場を利用でき、・利用マナーの向上が図られるよう、
引き続き啓発活動に努めます。

（６）・障害者支援施設及び障害福祉サービス事業所に対して、感染症リー
ダーの設置や感染症リーダー研修の視聴を周知します。また、クラスターが
発生した障害者支援施設及び障害福祉サービス事業所に対して、必要に
応じ防護具等を配布します。

（７）・引き続き、ストラップ型ヘルプマークを作成するとともに、各種マークの
普及に努めます。
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